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採卵鶏育成期の飼育環境と飼料へのかき殻添加が
18遡齢の腰骨と産卵性能及び卵殻に及ぼす影響

藤中邦JW'.龍田健‘

要約

採卵鶏の宵成期における育成用ケージのケージ高と育成期間中の銅料へのかき殻添加が， 126日

齢時の骨格形成とその後の産卵性能と卵殻質に及ぼす影響を謂査した.

1 育成期における高ケージ(ケージの高さ60cm)餌育により， 126日齢時の体重，腔骨量量が霊

くなり，脊成鶏の骨格形成に対して高ケージ飼育が有効であった.

2 育成期でのケージの高さは産卵期の産卵性能，卵殻質に影響を及ぼさなかった.

3 育成期における高ケージ飼育により産卵後半の卵殻不良卵惑の増加が抑制される傾向であった.

Influence of Rearing Environment and Oyster Shell Supplement in 
Diets for Rearing Period on Tibia at 126 Days of Age and 
Subsequent Egg Production Performance and Eggshell 

Kuninori FUJINAKA and Ken TATSUDA 

Summary 

Effects of height of rearing cage and oyster shell supplement in rearing feeds on 
skeletogenous at 126 days of age and subsequent egg production and eggshell quality were 
investigated. 
(1) Body weight and the tibia weight of birds reared under the high rearing cage (cage 
height was 60 cm) at 126 days of age became heavy， so that it was concluded that rearing 
in high cage was effective for skeletogenous in rearing period. 

(2) Egg production performance and eggshell quality were not affected by height of rearing 
cage. 

(3) The increase of incidence of defective shell eggs in latter production period were tended 
to be restrained by rearing in high cage. 
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卵殻質はひび卵の発生率との関連が深く，また消費者

が卵を購入する時に自に見える部分であることから良質

な卵殻を生産することは，経営上極めて重要である.産

卵期のカルシウム水準と卵殻質との関連を調べた研究は

非常に多い 2・6・11.13. 14. 15) また，採卵養鶏農家は，成鶏

飼料へのカルシウム源の添加など，種々の工夫をしてい

るが，卵殻質は産卵の中期から徐々に劣化し始め， 60;撞

鶴を過ぎると，ひび卵惑も顕著に増加する場合が多いの

が現状である.著者ら。はかき殻の添加方法によって産

卵後半のひび卵率の顕著な増加をある程度抑制できるこ
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とを報告したが，産卵期に限った対策には娘界がある.

一方，採卵鶏では，飼料中カルシウムは小腸から吸収

され，一旦骨に蓄積容れた後，卵殻形成に動員される問

そのため，良質な卵殻形成には充実した骨格が必要であ

り，また，骨格の形成は育成期から始まるため，背成期

の飼養管理が産卵期の卵殻質と密接に関連している可能

性は大きいと考えられる. しかし，育成期の飼養管理が

卵殻質に及ぼす影響について検討した報告は少なく，育

成期の温度8) 蜜白質ベ制限給餌9)は卵殻質に影響しな

いとの報告がある程度である.また，育成後期について

は， 14週齢からのカルシウム多給により腔骨中カルシウ

ム含量は増加する叱 18週齢からの成鶏銅料の給与は産

卵初期の骨質と卵殻質に効果があるが，かき殻添加は効

果がない3) との報告がある.一方，背成初期からのカ
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表 1 試験 1の126El齢時の体重，シャンク長と腔脅測定績

体重
飼料 シャン 腔骨

消費量 ク長 重量 長さ 厚さ 体積 代謝体重(g) 
(g) (回) (g) (阻) (皿) (cnf) 当たり重志

密度

飼育場所
高ケージ 1345" 78.5" 101 8.26" 118 5.94" 6.25 0.0373b 1.33" 
平餌い 1133' 65.9' 100 7.99"b 117 5.78b 6.18 0.0409" 1.29b 

標準ケージ 1285b 71.2b 101 7.82b 116 5.91" 6.13 0.0365b 1.28b 

かき殻1)
71日齢 1225 71.3 100 8.03 116 5.94 5.95 0.0389 1.35" 
99日齢 1241 75.0 102 8.22 119 5.98 6.43 0.0395 1.28b 

無添加 1236 73.2 100 8.00 117 5.86 6.30 0.0386 1.27b 

1):71日舗と99日齢は各自齢から126日齢までかき殻を飼料中に 5%添加
2) :同一測定項自の異符号間に有意表有り (pく0.05)，3) :代謝体重当たり重さ口腔骨軍最+体重O.祁

表 2 試験 2の育成期体重と126El齢時の腔骨測定値

体重 銅料 腔骨

7OEl 98日 126El消費量重量体積密度

ケージ(g) ( g) ( g) ( g) ( g) (cnl') 

高 850 1138 1356" 67.5" 8.41 6.49 1.30 
標準 856 1144 1244b 61.3b 8.26 6.38 1.30 
かき殻

5 % 853 11W 1272b 64.6 8.19 6.30 1.30 
無添加 853 1167" 1328" 64.3 8.49 6.57 1.29 
1):同一測定項目の異符号龍に有意蓋有り (pく0.05)

Jレシウムやかき殻の効果を鵠べた報告はない.また，育

成期の飼育環境と卵殻質の関係を調べた報告も見当たら

ない.本研究は育成期のカルシウム給与水準や錦育環境

が骨格形成と卵殻質に及ぼす影響について検討し，育成

期に十分な骨格形成を行うことにより，産卵後半での卵

殻質の劣化を訪止し，ひび卵率を減少させるための技術

を開発する目的で実施した.

材料及び方法

試験 1

99年 7月14日餌付けのジュリア45羽を 5羽ず、つの 9群

に分け，それぞれを飼育場所により1)高さ45憾のケー

ジ(以下標準ケージと呼ぶ)， 2)高さ60cmのケージ(以

下高ケージと呼ぶ)， 3)平飼いの3水準，かき殻添加方法

により1)無添加， 2)71 El掛から5%，3)99El齢から 5%

の3水準で 3x 3口9処理に諮り当てた.銅宵場所の床

面積は標準ケージと高ケージは5400cnl'(90 x 60cm)，平

宣言いは75000cn1(300 x 250cm)とし 5羽ずつ群飼した.

試験は71日齢から126日齢まで実施し，試験中館料と水

は自由摂取とし，飼料消費量は試験期陣中1羽当たりで

計算した. 126日齢時に全個体をと殺し，体重とシャン

ク長を測定後，腔骨を採取し，重量，長さ，厚さ~，体積

を測定し，代謝体重当たりの腰骨重量と腰骨密度を計算

した.体積は自盛りが0.5ml刻みのメスシリンダーによ

り測定した.

試験2

01年 8月3El餌付けのジュリア672羽を70日齢時に体

重測定後84羽ずつの8群に分け，各2群を，飼育場所によ

り1)標準ケージ， 2)高ケージの2水準，かき殻添加方法

により1)無添加， 2)5%添加の2水準で2x2口4処理に割

り当てた.飼育密度は試験 1と同ーとした.71日齢から

126El齢まで処理を行い，その陪98El齢時に体重を測定

し， 126日齢時に各群63]3]をと殺し，体重と腔骨の霊童及

び体積を担tl定し，館料消費量は試験期間中 l羽当たりで

計算した.残りの78羽を成鶏舎へ移動し， 22.5cm掘のケー

ジに 1羽ず‘つ収容し， 588日齢まで飼育した.その関，

産卵成績は群ごとに毎日の産卵個数と産卵重量を記録し

た.また，毎日のひび卵数，流失卵数(内容物が流失し，

卵殻だけが残った卵数)，軟卵数を記録し，これらの合

計を卵殻不良卵数とした.ひび卵は集卵時に肉眼で発見

したものとした.錦料と水は自由摂取とし，飼料消費量

は遇毎に飼料の残量を測定して計算した. 196， 308， 

420， 532日齢時に各群から18個の卵を採集し，卵殻強度

を測定した. 588日齢時に各群6羽をと殺し，体重と腔骨

重量を測定した.卵備を160円/kg，飼料単価を38円/

kgとして卵販売額，飼料代金を計算し，試験開始時の羽

数に対する1羽さきりの収益性を計算した.

統計処理は SASI6
)のGLMプロシージャにより，主

効果として錦育場所，かき殻添加方法と両者の交互作用

を取りよげ，差の検定は 5%水準で行った.なお，交互

作用は全ての測矩項目で援が見られなかったので，結果

の記載にさ当たっては主効果の各水準の平均値だけを示し

た.

結果

表 1に試験 1の126日齢時の体重，錨料消費量， シャ

ンク長と鹿骨測定値を餌育場所及びかさ殻の添加方法闘

に示す.体重は鰐育場所賠に有意な蓋があり，高ケージ，

標準ケージ，王手飼いのJI壌に重かった.飼料消費量も同機
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表3試験2の産卵成績と収益性

50%産卵 産卵率。 卵重2)
産卵3) 飼料的 飼料。 卵殻不I) 販売4) h 飼料4)

差号14)
日齢 日量 消費量 要求率 良卵率 金額 代金

ケージ (8) (%) (g) (g) (g) (%) (円) (円) (丹)

局 148.3 84.1 64.1 54.0 112.5 2.08 1.31 3723 1844 1879 
標準 149.8 85.4 63.6 54.3 113.0 2.08 1.39 3727 1841 1886 
かき殻
5% 150.0 84.2 64.1 54.0 111.5b 2.07 1.40 3587b 1761b 1826b 

無添加 148.0 85.3 63.7 54.3 113.9" 2.10 1.31 3862" 1924" 1939" 
1):群当たり期間中， 2) :一個当たり， 3):一日一璃当たり， 4) :試験開始時一羽当たり
5) : 1司ー測定項目の輿符号問に有意鐙有り (pく0.05)

表 4 試験 2のNs殻強度と試験終了時の残蒋率，体重と紐骨重量

各日齢の卵殻強度(均/cnf) 試験終了 (588日齢)時

196 308 420 532 残存率 体重 腔骨重量
日齢 臼齢 日齢 日齢 (%) (g) (g) 

ケージ

I号 4.27 3.76 3.36 3.03 
標準 4.29 3.79 3.32 3.15 
かき殻

5% 4.20 3.76 3.38 3.01 
無添加 4.35 3.79 3.30 3.17 

1):同一測定項自の異符号間に有意差有り (Pく0.05)
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の結果であった.鹿骨重量は，高ケージが標準ケージよ

りも重きかった.厚さは王手鰐いが他の処理よりも薄かった.

体積は重量と類似した結果であったが有意な差はなかっ

た.代謝体重当たりの腿骨重量は平餌いが他の処理より

も震かった.密度は高ケージが他の処理よりも高かった.

シャンク長と腔骨長には処理聞に差がなかった.かき殻

処理問では718齢から5%添加した処理で密度が高かっ

たが，他の測定項目には処理翻に琵がなかった.

表2に試験 2の70，98， 126日韓時の体重，飼料消費

量と126日齢時の鹿骨測定値を示す.126日齢時体重はケー

ジ高では高ケージが，かき殻では無添加がそれぞれ有意

に重く，飼料消費量は高ケージが有意に多かった.腔骨

は重量，体積とも高ケージまたはかき殻無添加が大きい

鑑を示す傾向であったが，有意な差はなかった.

表3に試験2の127日齢から試験終了時 (588日齢)ま

での産卵成績と収益性を，表4に間期間中各8齢の卵殻

87.3 1698 8.91 
88.1 1609 8.88 

82.8b 1648 8.82 
92.6" 1659 8.98 

強度と試験終了時の残存率，体重と腔骨量量を示す.産

卵成績ではケージ高，かき殻添加方法の両処理聞に差は

晃られなかった.飼料消費量はかき殻 5%で少ない傾向

であった.残存率はケージ高聞に差はなかったが，かき

殻添加方法では無添加で残存率が高く，その結果，鶏卵

叡売金額が高く，銅料代金も高かったものの差引も高かっ

た.試験期間中の各自齢を通じて卵殻強度に差は見られ

なかった. 588日齢時の体重と麗骨重量は各処理器に差

がなかった.

21適齢以降， 4週毎の卵殻不良卵察を図lに示す.産卵

の初期から中期では標準ケージの両処理でやや低い領向

であったが，標準ケージのかき殻5%添加処理で53適齢

時と73適齢以捧に高く，標準ケージのかき殻無添加処理

で77適齢以降に急上昇した.

考察

試験 1と2における育成鶏の発育結果から，育成鶏の

発育により適した環境は，高さ60cmのケージ銅育であっ

たと考えられる.また，平飼いと標準ケージを比較する

と，体重では標準ケージが優ったが，腔骨重量では差が

なく，代謝体重当たりの髄骨重量では平鈍いの方が優れ

ていた.王手飼いの体重が軽かったのは，飼料消費量が少

ないために摂取エネルギーも少なく，その上，床面積が

広いために育成鶏の運動量が多かったことが原盟であろ

う.一方， AndersonとAdamsI)は平飼いとケージ銅

いでは体重には差がないものの，餌料摂取量は平飼いの

方が多かったとしており，本実験とは異なる結果を示し
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ているがその原顕は不明である.いずれにしても，骨格

の発育の点では，平鋸いと標準ケージ揮に差はなかった.

一方，高ケージは骨格の発育の点でも他の 2処理よりも

優れていた.すなわち育成鶏の発育の点、では，現在の標

準的な育成用ケージ高である45cmよりも60cmのケージの

方が優れていると考えられる.ここで，鶏が生きた状態

で骨格の発育状況を把握できれば有用である.シャンク

長は，生時における骨格の伸長状況を把援する 1つの手

段であるが，本実験ではシャンク長には処理関で差がな

く，平鯛いとケージ鋸い。やケージの大きさηの関でシャ

ンク長には差がなかったとの報告と閉じ結果になった.

シャンク長のみで，骨格の発育状態まで推し量ることは

困難であろう.育成期におけるかさ殻の添加については，

藤井らのは大雛用飼料から成鶏用館料への切り替え週齢

について18適齢は20週齢と比較して産卵初期の卵殻と骨

霊が改善されるが， 16適齢または18週齢からのかき殻添

加は効果がなかったとしている.本実験においても，体

重や腔骨損，tl定値に対して，ケージ高ほどの顕著な影響は

見られなかった. しかし， 71日齢からのかき殻添加で鹿

骨密度が有意に高くなったことから， この方法で産卵期

の卵殻震を改善できる可能性があると考えられた.

次にケージ高の産卵性能への影響については，高ケー

ジと標準ケージを比較して， 127-588日齢のどの測定項

目にも蓑がなかった.また，試験期間中各B齢持の卵殻

強度や588日輪時の体重と腔脅震最にも蓑がなかった.

すなわち育成期間中のケージ高は126日齢時の脅格形成

に影響するが，その後の産卵への影響は小さいものと考

えられる.一方かき殻の添加については， 71臼齢から

126日齢までの飼料へのかき殻5%の添加で， 126日齢時

体重きが軽く，その結果成鶏期の維持に必要なエネルギー

量が少なくなり，成鶏期の飼料消費量が抑制され，また

残存率も低くなって，校益性も低下した.試験 1ではか

さ殻の添加で126日齢時の骨密度が高くなったが，試験

2では詞様の現象は再現されなかった.このことから，

育成期での餌料へのかき殻添加は産卵に対して悪い影響

を与える結果であった.

卵殻不良卵率は，成鶏期を通じると標準ケージの1.39

%に対し高ケージ1.31%とわずかな差であった. しかし，

成鶏期間中4週毎に見ると， 53適齢時に標準ケージのか

き殻添加監と，産卵後半での標準ケージの需区で，顕著

な上昇が見られた. 53適齢時の上昇に関し、この時期は

夏季にあたり， 49-52適齢での標準ケージ・かき殻添加

区の飼料稽費最は95.9gと低下したことが一国と考えら

れる.採卵養鶏農家にとっては，産卵全期舗の卵殻不良

卵率とともに，産卵後半での極端に高い卵殻不良卵率が

経営に影響する場合が多い.高ケ…ジ芭も含め，産卵後

半での卵殻不良卵率の上昇は一般に起こる毒事象であるが，

高ケージの両廷では77-81適齢時においても卵殻不虫卵

率が 4%以下に抑えられており，この原鴎として育成期

での骨格形成が影響した可能性が考えられ，この点で育

成期の高ケージ飼育は，実際の養鶏経営にとっては実用

的な技術であるといえよう.
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